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想
定
常
総
で
演
習

刻
々
住
民
、
行
動
を
説
明

2
年
前
の
「
関
東
・
東
北
豪
雨
」
で
鬼
怒
川
が
決
壊
し
、
大
き
な
被
害
を
出
し

た
常
総
市
で
2
8
日
、
行
政
と
市
民
に
よ
る
避
難
演
習
が
あ
っ
た
。
市
民
ら
は
自

分
が
ど
の
よ
う
に
避
難
す
る
か
を
時
系
列
順
に
ま
と
め
た
「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
」
を
持
参
。
こ
れ
ま
で
住
民
に
は
見
え
づ
ら
か
っ
た
行
政
の
動
き
を
目
の

当
た
り
に
し
な
が
ら
、
自
分
の
行
動
計
画
に
問
題
な
い
か
を
確
認
し
て
い
っ
た
。

甘
国
や
市
の
動
き
に
合
わ
せ
て
自
分
の
避
難

行
動
を
説
明
す
る
市
民
（
後
方
壇
上
は
避

難
し
た
市
民
）
＝
常
総
市
の
石
下
体
育
館

会
場
の
石
下
体
育
館
に
市
民
と

国
土
交
通
省
下
館
河
川
事
務
所
、

県
、
市
の
担
当
者
ら
約
5
0
人
が
集

ま
っ
た
。
市
民
の
多
く
が
、
堤
防

が
決
壊
し
た
箇
所
の
下
流
に
あ
る

根
新
田
地
区
と
、
自
然
堤
防
か
ら

溢
水
が
起
き
た
著
宮
戸
地
区
の
住

民
ら
。
両
地
区
は
昨
年
か
ら
「
マ

イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
作
り
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
各
自
が
持
参
し

た。
水
戸
地
方
気
象
台
か
ら
注
意
報

や
警
報
が
発
表
さ
れ
る
と
、
神
達

岳
志
市
長
ら
が
県
や
河
川
事
務
所

と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
、
避
難
準

備
に
向
け
て
演
習
を
進
め
た
。
市

民
ら
も
、
家
族
の
所
在
を
調
べ
た

り
、
家
財
道
具
を
2
階
に
上
げ
た

り
と
、
「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」

に
記
載
し
た
作
業
を
発
表
し
た
。

「
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難

開
始
」
が
発
令
さ
れ
る
と
、
市
民

か
ら
は
「
避
＃
す
べ
き
か
近
所
の

人
と
相
談
し
て
、
そ
わ
そ
わ
し
て

い
る
状
態
だ
と
思
う
」
な
ど
の
声

が
出
た
。
結
局
、
1
1
人
が
避
難
所

に
設
定
さ
れ
た
正
面
舞
台
に
移
動

した。
「
避
難
勧
告
」
が
出
る
と
さ
ら

に
5
人
が
避
難
し
、
根
新
田
町
内

会
の
鈴
木
孝
八
郎
区
長
だ
け
が
残

っ
た
。
鈴
木
区
長
は
「
根
新
田
で

は
町
内
会
が
携
帯
メ
ー
ル
で
浸
水

状
況
な
ど
を
住
民
ら
に
刻
々
と
伝

え
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
私
は
自
宅
2
階
に
避
難
し
て

発
宿
し
続
け
ま
す
」
と
説
明
し

た。

「
避
難
指
示
」
が
出
た
段
階
で

演
習
は
終
了
。
著
宮
戸
地
区
か
ら

参
加
し
た
設
備
設
計
事
務
所
経
営

の
土
河
隆
さ
ん
（
6
6
）
は
「
2
年
前

は
行
政
か
ら
情
報
が
届
か
な
く
て

困
っ
た
が
、
今
回
一
緒
に
演
習
し

て
行
政
側
の
動
き
が
よ
く
分
か
っ

た
。
住
民
は
も
っ
と
行
政
と
相
談

す
べ
き
だ
と
思
っ
た
」
と
話
し

た
。
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